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霞が関ナレッジスクエアが開催するイノベーションプログラムでは、全国の大学に対して、大学に関連した
様々なテーマの専門家を招聘し、隔月で講演を行います。2008年度は、大学教育改革を年間テーマとし
て、以下の様々なテーマを企画しています。

–大学教育改革【第1回、文部科学省 大学改革推進室長 井上氏、第4回今泉氏、済】
–社会から求められる大学【第2回、三菱総研 山本氏、採用プロ寺澤氏・児玉氏、済】
–社会人向け教育【第3回、東京大学 知的創造マネジメント専門職育成ユニット 特任教授 妹尾堅一郎氏、済】
–地域活性化/地域貢献【第5回】
–大学の技術移転/産学連携【第5回】
–競争的資金に関する効率的・適切な組織内の手続き方法
–大学の危機管理(情報セキュリティ・個人情報保護)

第5回は、第4回今泉氏の講演やアンケート結果を踏まえまして、「大学間連携」をテーマとして、「大学コ
ンソーシアム京都 事務局長 西浦明氏」と「鹿児島大学 学長補佐 根建心具氏」に、①eラーニング共
有、②FD、③学生・就職支援、④地域活性化、⑤国際交流、等の様々な実践に関する講演を御願いしま
した。FDについて京都では、2月末で14回にわたるFDフォーラムを実践されています。
講演後は、講師や参加者での懇親会も開催しますので、各回のテーマに関しての「知識」とあわせて 「人
的ネットワーク」も広げる機会になることを願っています。

第5回イノベーションプログラム

コーディネータ：伊藤健二氏

現職：慶應義塾大学デジタルメディア・コンテン
ツ統合研究機構 准教授
2006年までみずほ情報総研のシニアマネージャーと

して産官学連携により人材育成関連の調査研究・コ
ンサルティングに従事。
経済産業省、文部科学省等人材育成に関連した7省
庁にかかわる。2007年4月より准教授。財団法人高
度映像情報センター主席研究員。

開催日時 2009年3月9日(月)18:00-19:30(受付開始17:30-)

18:00-18:05 導入：慶應 伊藤氏

18:05-18:45 大学コンソシアム京都 事務局長 西浦明氏

18:45-19:25 鹿児島大学 学長補佐 根建心具氏

19:25-19:30 まとめ：慶應 伊藤氏

19:45-21:00 懇親会

プログラム参加費 霞が関ナレッジスクエア会員：無料 一般：1,000円

懇親会参加費 霞が関ナレッジスクエア会員/一般：2,000円

定員 50名(会場受講)

100名まで(インターネットライブ受講)※無料 ID/パスワードを発行

開催場所 [霞が関ナレッジスクエア]

〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-2-1

霞が関コモンゲート ショップ＆レストラン西館3階

・銀座線 虎ノ門駅 11番出口より徒歩3分

・丸の内線/千代田線/日比谷線 霞ヶ関駅 A13番出口より徒歩6分

申込方法 Webサイトで、お申込みを受け付けています。

*お申込みには「霞が関ナレッジWebサイト」無料Web会員への登録
が必要になります。

http://www.kk2.ne.jp/
※申込締切 3月2日（月）会場/インターネットライブ参加

問合せ先 財団法人高度映像情報センター（AVCC）

霞が関ナレッジスクエア 事務局担当 丸山・河合・秋葉

電話：03-3239-1121 FAX：03-5157-9225

インターネットライブ配信の受講 推奨環境
※事前に無料Web会員登録して下さい。
OS:Windows2000ProまたはWindowsXP Pro（推奨）
Ｃｐｕ:ＰｅｎｔｉｕｍⅢ 800ＭＨｚ以上（1GHz以上推奨）
搭載メモリ：256MB以上（512MB以上推奨）
ウェブブラウザ：internet  Explorer 6.0以降
ソフトウェア：WindowsMediaPlayer6.4または7.1または９（推奨）
インターネット接続：ADSL以上のブロードバンド回線（光回線推奨）
お申込みいただいた方にはID、パスワード、接続先アドレス、視聴
方法、事前テスト方法などをご連絡します。

タイトル：「大学コンソーシアムの様々な実践と
課題～京都の例～」

講師：西浦明氏
現職：(財)大学コンソーシアム京都 事務局長
2007年4月から、京都産業大学より、大学コン
ソーシアム京都に出向し、事務局長をつとめる。
・eラーニング担当：重田 裕之（次長）
・FD担当：井上 真琴（次長）

タイトル：「地域での大学連携による、地域の
中核を担う人材育成」

講師：根建心具氏

現職：鹿児島大学 教授 学長補佐（戦略的大
学連携支援事業本部長）
20年間教養部で教鞭を取った後、現在理学部。2006

年特色ＧＰで携帯電話等を活用した教育ネットワーク
システムをつくりグローカルな教育を開発。それを大
学間連携に発展させて地域のリーダー養成を目指す。


